
令和８年度第１回札幌医科大学医療安全監査委員会開催報告 

 

 札幌医科大学医療安全監査委員会規程に基づき、札幌医科大学医療安全監査委員会を開

催し、監査を実施したので、次のとおり報告する。 

 

１ 監査の方法 

札幌医科大学医療安全監査委員会規程第３条第１号に基づき、札幌医科大学附属病院

における医療安全に係る管理状況について、医療安全管理責任者等から説明の聴取及び

資料閲覧等の方法により報告を求め、監査を実施した。 

 

２ 監査委員 

  委員長  橋場  弘之 （田村・橋場法律事務所 所長弁護士） 

  委 員  南須原 康行 （北海道大学病院 病院長） 

  委 員  杉本  祐子 （病院ボランティア・文化教室講師） 

  委 員  小林  宣道 （札幌医科大学医学部社会医学講座衛生学分野 教授） 

 

３ 監査の実施日 

令和８年７月８日（水）13 時 30 分～15 時 30 分 

 

４ 監査の内容及び結果 

（1）令和７年度第 2 回医療安全監査委員会開催報告について 

令和 8 年 2 月 4 日に開催した委員会の概要につき報告を受けて確認した。 

 

（2）令和７年度医療安全部活動報告について 

上記項目について資料に基づいた説明があり、意見交換等を行った。 

インシデントレポートの報告数が 6,000 件を超え、前向きな医療安全活動が浸透して

いる点を高く評価した。一方で、患者誤認や薬剤取り違え等の発生状況から、ルールの見

直しの必要性を確認した。また、肺塞栓予防に DVT スクリーニングの推進、緊急コール

の運用実績、CCOS の取り組み、各種研修の実施状況について確認した。 

 

（3）令和８年度医療安全部活動計画について 

令和８年度の業務改善計画として、前年度の調査結果を踏まえ「患者誤認防止対策」及

び「手術時の適切なマーキングの実施」を重点課題とし、３か年計画で取り組む方針を確

認した。併せて、厚生労働省令の改正に対応した「安全管理指針」の改訂内容、全研修医

を対象とした医療安全・血液培養カンファレンスの参加継続、身体拘束最小化チームによ

る院内ラウンドや啓発活動の計画について説明を受け、実効性のある安全管理体制を推



進することを確認した。 

 

５ 総括 

令和７年度の監査報告について説明を受け、適正な管理が行われていることを確認し

た。 

 

令和８年９月 10 日 

札幌医科大学医療安全監査委員会 

委員長 橋場 弘之 


